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専修大学広報課
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い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
ご
父
母
・
保
護
者
の
会
で

あ
る
育
友
会
の
東
平
豊
三
会

長
は
「
こ
れ
か
ら
は
『
私
は

こ
う
考
え
る
』
と
い
う
一
人

称
で
道
を
切
り
開
い
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
新
入
生
を
代
表
し
て
岩
間

暁
さ
ん
（
文
学
部
、
専
大
松

戸
高
）
が
「
建
学
の
精
神
の

滋
賀
県
と
就
職
支
援
協
定
、
知
事
・
理
事
長
・
学
長
鼎
談
…
…
…
…
…
…
…
…
❺

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
開
講
…
…
…
…
…
…
…
…
❻

大
学
院
生
大
塚
さ
ん
　
キ
ャ
リ
ア
を
日
本
語
教
育
に
／

　
　
　
　
サ
イ
ク
リ
ン
グ
同
好
会
２
学
生
が
四
国
一
周
完
走
…
…
…
…
…
…
…
❼

２
０
１
８
年
度
入
学
試
験
結
果
・
入
試
概
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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入
学
式
／
市
施
設
の
案
内
チ
ラ
シ
が
完
成
…
…
…
…
…
…
…
…
10

石
巻
専
修
大
学

晴れの日 はつらつと
　
日
髙
義
博
理
事
長
は
「
自

分
の
可
能
性
を
追
求
し
て
、

卒
業
す
る
と
き
に
は
、
社
会

知
性
の
開
発
を
担
う
人
材
だ

と
自
ら
胸
を
張
る
よ
う
な
学

生
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

学
生
生
活
へ
決
意

新
入
生
を
代
表
し
て
宣
誓
す
る
岩
間
さ
ん

新
緑
に
包
ま
れ
た
日
本
武
道
館
で
の
入
学
式
か
ら
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
新
入
生
ら

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
役
立
つ
情
報
や

学
生
の
寄
稿
、
体
育
会
の
活
躍
・
試
合
予

定
な
ど
を
満
載
し
て
、
毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
９

号
館
（
１
２
０
年
記
念
館
）、
10
号
館
（
１
３
０
年
記
念
館
）
や
学
生
生
活

課
前
な
ど
に
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
１
号
館
地
下
１
階
、
７
号
館
１
階
な

ど
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
学
内
配
布
分
は
無

料
。
ご
父
母
・
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
育
友
会
か
ら
送
付
い
た
し
ま
す
）

◇
ニ
ュ
ー
ス
専
修
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デ
ィ
」
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配
信
中

　
２
０
１
８
年
度
入
学
式
が
４
月
５
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
。
一
部
二
部
学
部
生

４
２
５
１
人
、
大
学
院
生
88
人
、
法
科
大
学
院
生
23
人

の
計
４
３
６
２
人
が
希
望
と
夢
を
胸
に
、
新
た
な
学
び

へ
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
式
で
は
佐
々
木
重
人
学
長
が

「
学
び
の
世
界
に
限
界
は
な
い
。
あ
く
な
き
探
究
心
を

持
っ
て
、
勉
学
に
励
み
、
定
め
た
目
標
の
実
現
に
向
け

邁ま
い

進し
ん

し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。（
２
面
に
式
辞
・

祝
辞
、
３
面
に
学
部
長
・
大
学
院
研
究
科
長
の
歓
迎
メ

ッ
セ
ー
ジ
）

２
０
１
８
年
度
入
学
式

も
と
、
心
身
の
育
成
に
励
む

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓

し
た
。

　
引
き
続
き
歓
迎
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
、
専
修
大
学
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

と
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
祝
賀
演

奏
、
全
学
応
援
団
が
新
入
生

に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
司
会
は
入
学
式
を
柴
田
光

太
郎
さ
ん（
人
間
科
学
３
）、

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
岩
本
日

菜
子
さ
ん
（
文
３
）
が
担
当

し
た
。

　
入
学
式
当
日
は
、
時
折
季

節
は
ず
れ
の
冷
た
い
風
が
吹

い
た
が
、
新
入
生
は
も
の
と

も
せ
ず
、
は
つ
ら
つ
と
し
た

表
情
で
晴
れ
の
日
を
迎
え

た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
大
学

生
活
へ
の
期
待
や
入
学
式
を

迎
え
て
の
感
想
を
聞
い
た
。

　
清
水
佑
真
さ
ん
（
人
間
科

学
）
は
「
式
辞
や
祝
辞
を
聞

い
て
、
何
か
一
つ
の
こ
と
に

思
い
切
り
挑
戦
し
よ
う
と
決

意
し
た
」
と
表
情
を
引
き
締

め
る
。
沖
縄
出
身
の
カ
ヌ

ー
部
、
喜
友
名
泰
志
さ
ん

（
商
）
は
「
一
人
暮
ら
し
で

不
安
も
あ
る
が
、
競
技
で
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
た
い
」
と
力

強
く
語
っ
た
。
保
育
園
か
ら

中
学
校
ま
で
同
級
生
だ
っ
た

小
峰
里
菜
さ
ん（
法
）と
上
村

晶
香
さ
ん（
法
）は
大
学
で
再

会
。「
ま
さ
か
同
じ
法
律
学

科
で
一
緒
に
な
れ
る
と
は
。

授
業
で
助
け
合
っ
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
。

　
神
村
健
斗
さ
ん
（
二
部

法
）
は
「
授
業
に
つ
い
て
い

け
る
か
、
ア
ル
バ
イ
ト
と
両

立
で
き
る
か
な
ど
不
安
だ
っ

た
が
、
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で

の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
の
『
新

入
生
を
応
援
し
て
い
ま
す
』

と
い
う
言
葉
に
励
ま
さ
れ

た
」
と
前
を
向
い
た
。

　
式
に
は
ご
父
母
・
保
護
者

ら
約
６
０
０
０
人
が
訪
れ
、

芽
吹
い
た
新
緑
と
と
も
に
、

新
入
生
の
晴
れ
や
か
な
笑
顔

を
写
真
に
収
め
て
い
た
。


